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海外子会社海外子会社 ３２３２社社

計計 4545社社 （（20201010年年33月月3131日時点）日時点）

国内子会社国内子会社 １３１３社社

1-1. 連結子会社1-1. 連結子会社

北米９社 欧州３社 アジア20社

：生産拠点

：販売・サービス拠点

：Webb社主要拠点

33
94期93期

2,120
億円 1,332

億円

37.2%減

受注高

94期93期

2,421
億円 1,542

億円

売上高

36.3%減

1-2. 94期 連結実績1-2. 94期 連結実績
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94期93期

150.1
億円 0.8

億円

営業利益
99.5%減

1-3. 94期 連結実績1-3. 94期 連結実績

55

経常利益

94期93期

148.8
億円 △1.3

億円

150.1億円減

1-4. 94期 連結実績1-4. 94期 連結実績
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94期93期

78.5
億円

10.1
億円

87.0%減

1-5. 94期 連結実績1-5. 94期 連結実績

当期純利益

77

1-6. 94期 連結実績1-6. 94期 連結実績
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■一般消費者に近い事業を集約（４月）

洗車機の販売会社、ボウリン
グ製品の販売会社などを統
合し、（株）ダイフクプラスモア
として再スタート

1-7. 報告事項1-7. 報告事項

■サービス資産を増やす（５月）

コマツユーティリティー（株）グループから、物流システ
ムのアフターサービス事業を譲り受け。約1,100台のス

タッカークレーンが、メンテナンスなどサービス事業の
対象（資産）として加わる
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■タイでピントン新工場が完成（８月）

従来のチョンブリ工場が手狭になったため建設を進め
ていた新工場が完成。ＡＦＡ事業を中心としたアジア地
域の中核生産拠点として、グローバル生産体制を強化
する

1-8. 報告事項1-8. 報告事項
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■大福（中国）有限公司 発足（今年４月）

1-9. 報告事項1-9. 報告事項

本社

分公司

事務所

子会社

天津北京

泰達

上海

松江

常熟

蘇州

武漢

重慶

福州

深ｾﾝ

広州

南沙

成都

長春

中国における現地法人を再編し、新たなスタート。15地
区に展開する販売・製造・サービス体制を強化し、一層
のビジネス拡大を図る
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左：稼働した太陽光発電システム

右：ロビーに新しくモニタを設置し、
環境への取り組みを紹介

■太陽光発電設備を設置（３月）

総合展示場「日に新た館」（滋賀）の屋上に、太陽光発
電システムを導入。同館年間使用量の約30%（約27万
kwh）を賄うとともに、年間110トンのCO２を削減する

1-10. 報告事項1-10. 報告事項
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■新基幹業務システムを本格稼働（今年４月）

1-11. 報告事項1-11. 報告事項
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販売管理
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精
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パ
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ト
ナ
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会
社

見
積
・発
注
シ
ス
テ
ム

40年余り使用してきた情報システムを、統合業務パッ

ケージシステム（ＥＲＰ）に全面更新。内部統制システ
ムや国際会計基準に柔軟に対応
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物流システム事業 16.1億円
電子機器事業 0.6億円
その他事業 0.5億円
管理部門他 5.4億円

22.8億円
滋賀事業所の生産設備の
維持更新、新生産管理シス
テムの追加開発、タイ現法
の新工場建設ほか、基幹業
務システム、太陽光発電の
設置などを行い、総額約23
億円を投資しました。
これらの資金は、自己資

金でまかないました。
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“将来にわたって当社グループが
持続的に成長し続けるための

事業基盤を確立する３年間”

と位置づけました。

新中期経営計画（2010年４月～2013年３月）

3-1. 企業集団が対処すべき課題3-1. 企業集団が対処すべき課題

「Material Handling and Beyond」
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2010/3期
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1,542

(見通) (Vision)2015/3期
売上高
2,500

(Unit: 億円)

営業
利益

新中期 経営目標 終年度2013年3月期

2009/3期
売上高
2,421

2008/3期
売上高
2,316

2013/3期
売上高
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電子機器

営業
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営業
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営業
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営業
利益

(新中期計画)

3-2. 企業集団が対処すべき課題3-2. 企業集団が対処すべき課題
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“量の確保と質の向上”
“新規顧客、新市場、新規事業の開拓”
に注力して業績向上を図ります

平成23年３月期基本方針

3-3. 企業集団が対処すべき課題3-3. 企業集団が対処すべき課題

コーポレートガバナンスの
一層の充実を図る

とともに、

1717

■「独立役員」 ２名確保へ

経営の意思決定をさらに一般株主の保護に配慮した
公平で公正なものに

3-4. 企業集団が対処すべき課題3-4. 企業集団が対処すべき課題

～コーポレートガバナンスの充実～

■組織改編し、各種体制を強化

全社リスクマネジメント機能や、国内外の会計基準の
統一に対応

■「企業行動規範」を再配布

近年の法令および裁判例を踏まえ改定。４月、冊子を
全社員に配布
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■「環境経営推進委員会」を新設

環境経営戦略を立案・推進。グループ全体にわたる
省エネルギーなどに関わる方針の決定や、関係法令
へ対応

3-5. 企業集団が対処すべき課題3-5. 企業集団が対処すべき課題

～環境問題への対応～

■中央環境安全衛生委員会

ＣＥＯ直轄の委員会に変更、労働災害の撲滅に取り
組む

～安全面の強化～

1919

■投資が本格化する中国

再編・強化した現法組織のもと、液晶パネルメーカー
を中心とした案件へ着実に対応

3-6. 企業集団が対処すべき課題3-6. 企業集団が対処すべき課題

～量の確保と質の向上～

■サービス事業をさらに強化

営業・サービス部門が一体となって、リニューアル案
件に注力。引き続き、プロジェクト管理の徹底にも取り
組む

豊富な経験と実績に基づく品質や提案力を
前面に押し出し、シェアアップを図ります
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■太陽電池、リチウムイオン電池、農業向けなど

新しい分野でもトップシェアを目指す

3-7. 企業集団が対処すべき課題3-7. 企業集団が対処すべき課題

～新規顧客、新市場、新規事業～

■半導体・液晶向け

周辺装置を開発し、新しい領域へ

2121

4-1. 95期 連結業績予想4-1. 95期 連結業績予想

連結

1,750 億円受 注 高

売 上 高 1,700 億円

営業利益 5 億円

経常利益 1 億円

当期純利益 △4 億円
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94期(2010/3) 期末配当を10円に。中間配当10円と合わせ
年間配当は20円

95期(2011/3) 現時点での業績見通しおよび経営環境を総
合的に勘案し、遺憾ながら年間配当15円
（内中間配当５円）を予定しております

株主様への利益還元を 重要課題と位置づけ、連結純利
益をベースとした業績連動による配当を実施
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4-2. 剰余金の配当方針4-2. 剰余金の配当方針
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93期 94期

計：1,947億円計：1,947億円 計：1,654億円計：1,654億円

流動資産

1,421億円
流動資産

1,092億円

固定資産

525億円

固定資産

561億円

5-1. 連結貸借対照表～ 資産の部5-1. 連結貸借対照表～ 資産の部
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93期 94期

流動負債
670億円 流動負債

429億円
固定負債
448億円

固定負債
411億円

純資産

828億円

純資産

812億円

5-2. 連結貸借対照表～ 負債・純資産の部5-2. 連結貸借対照表～ 負債・純資産の部

計：1,947億円計：1,947億円 計：1,654億円計：1,654億円

2525

94期：101億円減少、純資産比率は0.56に

（単位：億円）（単位：億円）
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335337338
291

320

386

440

86期 87期 88期 89期 90期 91期 92期 93期 94期

5-3. 連結有利子負債残高の推移5-3. 連結有利子負債残高の推移



2626
93期 94期

計：828億円計：828億円 計：812億円計：812億円

評価・為替
換算差額等
-25億円株主資本

857億円

株主資本

838億円

5-4. 連結純資産5-4. 連結純資産

評価・為
替換算差
額等
-29億円

2727

6-1. 単体 貸借対照表6-1. 単体 貸借対照表

計：1,540億円計：1,540億円 計：1,322億円計：1,322億円

流動資産

993億円
流動資産

726億円

固定資産

546億円

固定資産

596億円

流動負債
462億円 流動負債

304億円

固定負債
390億円

固定負債
347億円

純資産
687億円

純資産
671億円

93期 94期
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6-2. 単体 94期実績6-2. 単体 94期実績

売上高売上高

93期 94期

1,675
億円

1,054
億円

118億円減
92.9%減

営業営業利益利益

△11
億円

107
億円

93期 94期

経常利益経常利益

6
億円

97
億円

93期 94期

37.1%減

2929

6-3. 当期純利益の連単倍率6-3. 当期純利益の連単倍率

83.6%減

単体単体 当期純利益当期純利益

93期 94期

51
億円 8

億円
単体単体 5151億円億円 単体単体 88億円億円

94期93期

1.5倍

連結連結 7878億円億円

連結連結 1010億円億円

1.2倍

当期純利益
の連単倍率



第第１１号議案号議案

取締役取締役1717名選任の件名選任の件

竹内 克己
平井 豊
柿沼 清毅
井上 正義
田中 章夫
森屋 進
藤木 勝敏

重任 北條 正樹
小林 史男
谷口 孝宏
猪原 幹夫
平本 孝
武田 泰元

第第１１号議案号議案

田原 直樹
岩本 英規

新任 中島 祥行
佐藤 誠治



第第２２号議案号議案

監査役監査役２２名選任の件名選任の件

第第２２号議案号議案

重任

出原 節夫

新任

鳥井 弘之
科学技術振興機構ＪＳＴ事業主幹


